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本文第l章は緒論であり ，S. ce月 VlSLαeの2μmDNAおよびその他の酵母種の持つプラス ミドにつ
いてのこれまでの知見をまとめており，本論文の主課題であるpSR1プラスミドについて， 6，251塩基対
からなる全塩基配JIJ.片方が959塩基対からなる l対の逆向反復配列と 3つのタンパク質コード昔sP，R 
およびSからなる分子構造について述べている。
























(1) pSR 1プラスミドの塩基配列から，一対の大きな逆向反復塩基配列と 3個のタンパクコード部が認
められ，S. cereULSLaeの持つ2μmDNAとの塩基配列に相同性は認められないが，構造的には互い
によく似たDNA分子であることを示している O
(2) pSR 1および2μmDNAそれぞれの持つ 3種のタンパクコード部が互いに同様な機能を持つこ
とを示しているO すなわち， 2種はプラスミド分子の宿主内安定性を支配し，他の 1種は，それぞれ
のプラスミドが分子内に持つ一対の逆向反復塩基配列部で行う組換えに必要であるO しかし，プラス
ミド相互の閣での機能の相補性は認められず，これら 3種のコード域に由来する産物の特異性が互い
に異なることを明らかにしている。
(3) プラスミド分子中に，安定性にシスに働く領域を見いだし，この部位を383塩基対に限定すると共
に，安定性に必要なタンパクコード域の一つが作るタンパク質あるいはRNAがこの部位に働くこと
を示している O
以上の研究成果は，遺伝子工学におけるベクター構築の素材となるプラスミドの構造と機能について
重要な知見を与えるものである O よって，本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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